
 

 

 

 

 

 

 日時 令和５年９月２６日（火）１３：３０～１５：４５ 

  場所 綾歌総合文化会館アイレックス 小ホール 

（丸亀市綾歌町栗熊西１６８０ TEL０８７７－８６－６８００） 

   主催 香川県中讃農業改良普及センター 

   共催 中讃地区農業後継者クラブ、日本政策金融公庫高松支店 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
参加申込書 

９月 15 日（金）までに、電話または本申込書で香川県中讃農業改良普及センター担い手担当

（櫛田、西田、若林、近藤）までお申込みください。先着 100 名とします。 

ＴＥＬ ０８７７－６２－１０２２     ＦＡＸ ０８７７-６２-１５５３ 

複数参加希望の場合は、代表者の氏名・在住市町名・緊急連絡先をご記入いただき、その他の

方については名簿の添付または、備考欄に全員の必要事項を御記入のうえ、お申込みください。 

氏 名 

 在住市・町 緊急連絡先 

    市 

    町 

備 考 

 

 

 

■新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、マスクの着用をお願いします。また、発熱や咳など風邪のよ

うな症状がある場合は参加をお控えください。 

 

内容 

・開会 あいさつ                            １３：３０～１３：３５ 

・事例発表「集落営農法人が連携した新たな取組み（仮題）」    １３：３５～１４：３５ 

発表者 (株)ファームサポート広島中央 代表者 畝 啓一郎 氏 

・講演「集落営農法人の今後の在り方及び消費税インボイス制度の 

直前対策について（仮題）               １４：３５～１５：０５ 

講師 税理士法人共同経営センター 所長  田中 和幸 氏 

・情報提供 日本政策金融公庫高松支店農林水産事業       １５：０５～１５：１５ 

・意見交換「地域農業について考えよう！」           １５：１５～１５：４５ 

 

中讃地域の集落営農法人は 76 法人（令和５年３月末）あり、構成員の高齢化等により経営の

存続が課題となっています。そこで、機械共同利用や受託作業等を行う新組織を設立した先進

事例紹介とともに、将来の組織の在り方や状況に応じた必要な手続き等について専門家から

学ぶことで、集落営農法人の将来について考えます。集落営農法人の方のみならず、農業者

の方々も是非ご参加ください。 

 


